
４　学習の活動

単元（題材）の評価規準

a:確率を求めることができ、確率変数を理解
している。
b:確率変数と期待値や正規分布など論理的に
考えることができる。
c:確率変数や確率分布に興味をもち、問題解
決に活用しようとしている。

考査 考査
課題

レポート

発表資料 発表資料 発表資料

a:今まで習得した、知識技能を活用してい
る。
b:課題に対して論理的に考え考察している。
c:意欲的に研究、発表をしており、問題解決
をしている。

評価方法

知(a) 思(b) 主(c)

b：思考・判断・表現 c：主体的に学習に取り組む態度
数学における基本的な概念，原理・
法則などを体系的に理解し，知識を
身に付けている。
数学において，事象を数学的に表
現・処理する仕方や推論の方法など
の技能を身に付けている。

事象を数学的に考察し表現したり，
思考の過程を振り返り多面的・発展
的に考えたりすることなどを通し
て，数学における数学的な見方や考
え方を身に付けている。

数学の考え方に関心をもつととも
に，数学のよさを認識し，それらを
事象の考察に積極的に活用して数学
的論拠に基づいて判断しようとす
る。

考査
課題レポート
発表資料
行動観察

考査
課題レポート
発表資料
行動観察

課題レポート
発表資料
行動観察
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前期中間までと同じ
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確率分布と統計的な推測

  確率分布と統計的な推測

　原稿の作成

発表

　これまでに学んできた数学の知識・興味を生かし，与えられたテーマあるいは自分で選んだテー
マについて研究し，まとめて発表をするという位置づけの科目です。数学的な考え方・手法・説明
力をしっかりと身につけ，実行できる研究能力を養うとともに，自主性と独創性をもって数学と向
き合うことができる人材になれるよう期待しています。
　普段から身の回りの数学にアンテナを張り，日常生活と数学がどう関連しているかを考えること
が重要です。

２　学習の到達目標

　数学的内容を補填するとともに，数学に関する課題に取り組み，７月の校内発表に向けて，数学
のプレゼンテーション能力の向上を目指す。
　また，統計的な推測に関して，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，後期から実施する「サ
イエンス探究」において，分析に活かせることを目指す。

前期１単位数 年次ＳＳ理数

必選別

理想（のぞみ）（課題研究分野）科目 ２年次

前期1.5校内名称 ユニット数

教科

観
点

ａ：知識・技能

評
価
方
法

理想（のぞみ）（課題研究分野）

３　学習評価（評価規準と評価方法）

使用教科書 　　　数学Ｂ（数研出版）

副教材等 　　４STEP数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版），NEW ACTION LEGEND数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍）、統計的な推測ノート（数研出版）

必修

資料収集・研究

観
点
の
趣
旨

令和5年度　ＳＳ理数

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

期
間

単
元

※　表中の観点について　　　ａ：知識・技能　ｂ：思考・判断・表現　ｃ：主体的に取組む態度
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上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，前期末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

観
点

ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

　情報と情報技術についての知
識と技能，情報と情報技術を活
用して問題を発見・解決する方
法についての知識と技能を身に
付けるとともに，情報社会と人
との関わりについては，情報に
関する法規や制度及びマナー，
個人が果たす役割や責任等につ
いて，情報と情報技術の理解と
併せて身に付ける。

　情報に関する科学的な見方・
考え方を働かせ，さまざまな事
象を情報とその結び付きの視点
から捉え，複数の情報を結び付
けて新たな意味を見いだす力を
養うとともに，問題を発見・解
決する各段階で情報と情報技術
を活用する過程を振り返り改善
することで，情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用する力を
養う。

　情報と情報技術を適切に活用
することを通して，法規や制度
及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保し
ようとする態度などの情報モラ
ルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで
情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・情報の実習では，少しでも操作方法や内容が曖昧なまま進むと途中から急に先に進めなくなるこ
　とが，普段の勉強以上によく起こります。疑問点はその都度質問したり，教科書などで確認した
　りするなどして，「全てがわかった」状態で実習を進めることを心がけてください。
・評価には課題が大きなウエートを占めています。期限内に課題を確実に提出できるように，計画
　的に課題を進めることが望まれます。課題作成の際に教員や友人からアドバイスをもらうことは
　かまいませんが，「他人の課題の丸写し」にならないように気をつけてください。
（事情によっては，写した側，提供した側ともに大きく評価を減じることがあります。）
・情報の学習においては，常に情報モラルへの高い意識が求められます。学習中には，不正アクセ
　スやコンピュータウィルス等による破壊的活動はもちろんのこと，Web上に掲載されている情報の
　コピー＆ペースト，匿名性の高いコミュニケーションツールを使用した誹謗・中傷（言葉遣い等
　も含む）など，社会問題となっている事柄が常に隣り合わせに存在します。ひとたび問題が起こ
　ると，行為の悪質さや影響範囲の大きさ等に応じて，大きな社会的制裁を受けることは避けられ
　ません。これらの行動の多くは安易な気持ち（悪ふざけ）に端を発することが多いようですが，
　行為の重大さについては，行為を行った本人ではなく周囲が判断する，ということを肝に銘じ，
　厳に慎んでください。

２　学習の到達目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活
動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主
体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を
　　習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。
（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
　　切かつ効果的に活用する力を養う。
（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

３　評価の観点及びその趣旨

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

使用教科書 　　高校情報Ⅰ　Python（実教出版）

副教材等
　　高校情報Ｉ　Python 学習ノート　新課程版（実教出版），
　　インターネット社会を生きるための情報倫理　改訂版（実教出版）

教科 ＳＳ理数 科目 理想（のぞみ）（情報分野） 年次 ２年次単位数 １単位

学校番号 3030

令和５年度　　　ＳＳ理数科学



４　学習の活動

前
期

・コンピュータへの被害

・ネット社会のセキュリティ技術

提出課題

観察 観察

情
報
社
会

・情報セキュリティ a:個人認証とパスワード，暗号
　化と情報セキュリティ，コン
　ピュータウイルス，不正アク
　セスの意味や概念について理
　解している。
b:個人認証や暗号化のしくみ，
　フィルタリング技術，電子署
　名について説明することがで
　きる。
c:情報セキュリティ技術に興味
　・関心をもって取り組んでい
　る。コンピュータウイルスや
　不正アクセスの問題に関し
　て，主体的・意欲的に取り組
　んでいる。

定期考査 定期考査

※　表中の観点について　ａ：知識・技能　ｂ：思考・判断・表現　ｃ：主体的に学習に取り組む態度

提出課題

観察 観察

・区間推定と検定

・モデル化とシミュレーション

問
題
解
決

・統計量とデータの尺度
a:統計量とその計算方法，尺度
　水準，区間推定や検定の考え
　方，モデル化の目的や手順を
　理解している。
b:信頼区間を計算したり，有意
　性の有無を判断したりするこ
　とができる。また，確率的モ
　デルのシミュレーションを行
　い，その結果を考察すること
　ができる。
c:区間推定と検定，モデル化と
　シミュレーションの学習に興
　味・関心をもって取り組んで
　いる。

定期考査 定期考査

学
期

単
元
名

学習内容 単元（題材）の評価規準

評価方法

知(a) 思(b) 主(c)


